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「地域司法充実のための協議会連合会」設立！ 

 

              長野県弁護士会 地域司法計画推進委員会 

         委員長  大   井   基   弘 

（地域司法充実のための協議会連合会 事務局長） 

 

１ 衆議院議員会館に１６団体、約６０名が集結 

令和７年３月４日（火）、衆議院第二議員会館において、地域司法充実のための

協議会連合会設立総会が開催されました。 

一昨年長野で開催した人権擁護大会シンポジウムをもとに全会一致で採択され

た大会決議を具体的に実現するための一方策として、昨年５月の「地域司法充実

のための地域連携懇談会in佐久」を経て、全国規模での地域連携による裁判所の

基盤整備と予算拡充を求めての活動という新しいチャレンジとなります。 

会場は、衆議院第二議員会館の会議室を使わせていただき、正規加入の協議会、

仮入会協議会、オブザーバー協議会、その他日弁連・弁政連・各単位会を含む計

１６団体から約６０人が集結しました。 

 

＜栁田清二佐久広域連合長・佐久市長の発起人代表挨拶＞ 

また、国会議員の方々からも、数々ご臨席のご意向を伺っていましたが、当日

に緊迫した衆議院本会議での予算案審議が長引いたこともあり（２９年ぶりの本

会議での予算修正）、議員ご本人のご出席は叶いませんでした。しかし、井出庸

生衆議院議員（自民党）、星野剛士衆議院議員（自民党）、国光文乃衆議院議員（自
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民党）、中川宏昌衆議院議員（公明党）、杉尾秀哉参議院議員（立憲民主党）、羽

田次郎参議院議員（立憲民主党）という６名の代議士の秘書の方々から代理出席

等をいただきました。井出庸生議員からは、今回の協議会連合会発足に関して本

年２月２８日衆議院予算委員会において質問した内容について資料配付等もな

されました。 

 

２ 設立発起人は佐久・藤沢・新潟・大町の各協議会 

  冒頭、設立発起団体となった「裁判所佐久支部の充実を求める協議会」、「藤沢

簡易裁判所に横浜家庭裁判所出張所の併設を求める協議会」、「新潟家庭裁判所出

張所の充実を求める協議会」、「大町の裁判所の充実を求める協議会」（以上につ

き設立順）から、各地の実情と協議会発足に向けての決意が述べられました。 

  佐久からは栁田清二会長（佐久市長）が佐久支部の問題に止まらず本連合会の

呼び掛け人としてここに至った経緯と今後の展望について思いの丈を述べ、藤沢

からは事務局次長の服部功志弁護士が管内１２０万人に達した地域の実情打開

のために家裁機能の拡充要望を説得的に語り、新潟からは事務局長の佐藤克哉弁

護士が４市１町に存在する家裁出張所の実質的な稼働を力強く求め、大町からは

須沢和彦副会長（松川村長）と事務局長の宮井麻由子弁護士が長野家裁大町出張

所の更なる活用と人的物的基盤整備につき熱い思いを述べました。 

  この４団体に続き、今後協議会設置予定のため仮入会となった「裁判所麻生支

部の充実を求める協議会（仮称）」と、京都南部地域の２団体からも、地域の実

情が述べられました。麻生支部については、星野学弁護士と行方市の鈴木周也市

長から、管内人口約２０万人でありながら、裁判官も家裁調査官も非常駐、エレ

ベーターも児童室もないという麻生支部の深刻な状況が語られ、早期の連合会正

式加入が宣言されました。また、京都からは、橘英樹弁護士が京都南部地域の実

情に相応しい家裁機能等の改善のために、地元で協議会発足に尽力していきたい

旨の思いを述べました。   

いずれも深刻な悩みを抱えており、その改善に向けて地域が一体となって活動

しており、熱い思いを共有することができました。 
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          ＜各参加申込み団体からのご挨拶と活動報告＞ 

 

３ 設立・規約・役員選任・事業計画はいずれも満場一致で承認 

  その後、仮議長に小泉俊博小諸市長が選任され、設立総会の４議題が審議され

ました。 

（１）設立趣意と団体名称 

   まず第一号議案として、設立意思の表明と団体名称が審議され、私から設立

趣旨の説明をしました。 

   設立目的は、「地域司法充実のための裁判所の基盤整備」と「国の予算にお

ける裁判所予算の拡充」の実現とし、最高裁への要望活動、政府関係機関への

要望活動、議員連盟等との意見交換、提言・情報発信等に取り組むことを、事

業内容としました。 

   設立理由・背景について、地域の裁判所は、人生の重要局面において生活圏

内で紛争解決手続を利用できる地域のライフラインでありながら、人的物的基
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盤等に看過できない地域格差があり、最高裁からの過度に謙抑的な予算要求で

は抜本的解決が望めないことを冒頭で述べました。具体例として、①全国に２

０３ある地方・家庭裁判所支部のうち、２階建て庁舎８５支部にはエレベータ

ーが設置されておらず、独立簡易裁判所等も含めると全国で２４６もの庁舎が

エレベーター未設置であり、国連障害者権利委員会の勧告がありながら、一向

にこの問題を改善する十分な予算要求がなされていない実態、②全国の家庭裁

判所の９０支部で家裁調査官が非常駐、１０５支部で児童室が未設置であり、

国が「常に子どもの最善の利益を第一に考える」ことを標榜し、こども基本法

においても「意見を聴かれる権利」をはじめとする子どもの権利条約の４大原

則を基本理念としながら、家裁調査官増員や児童室設置のための財政措置がな

されていない実態、③さらに、平成２年に全国で４１庁の地家裁支部が廃止さ

れてからの約３５年間で、家事審判事件数は全国で約４倍増となり、家事調停

事件数も約１．５倍に増加しているにも拘わらず、支部廃止の代替措置として

設置された家裁出張所が殆ど活用されていない実態等々を挙げました。 

 

＜設立趣旨についての審議状況＞ 

来年には共同親権制度が導入され、それに伴い親権にまつわる家事事件が増

大することは必至であり、令和５年の長野人権大会決議も受けて、令和６年に

は衆参両議員の法務委員会における民法改正に関する附帯決議で、家裁の「必

要な人的・物的な体制の整備に努めること」について、「政府及び最高裁判所は

格段の配慮をしなければならない」とも明記されています。「障害者の権利に関
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する条約」も「子どもの権利条約」も、批准国には、財政上の措置を含め条約

上認められる権利を実現する義務があります。国や最高裁がその実現のために

動かないのであれば、地方自治体と弁護士会等がそれらの権利保障や理念実現

のために、各地域の声を集約して国や最高裁に対して要望をしていく決意を示

しました。 

折しも、政府は地方創生を高らかに宣言し、安心して働き暮らせる地方の生

活環境の創出を掲げています。人々が安心して地方で暮らすためには、生活環

境として各地域に必要な公的施設が整っていることが必要です。近時の家事法

制改正に伴う各種制度の将来的運用を考えれば、益々、地域の裁判所は地域住

民にとって必要性の高いライフラインといえます。真の地方創生を実現するた

めに地域司法の充実を目指して活動する決意を鮮明にした設立趣旨を読み上げ、

全会一致でのご賛同をいただきました。 

 

＜小泉俊博小諸市長を仮議長とした議案審議状況＞ 

（２）規約・役員・令和７年度事業計画 

   次に第二号議案として規約案の承認もいただき、第三号議案の役員構成につ

いては、会長に栁田清二佐久市長、副会長に他の３協議会の会長である鈴木恒

夫藤沢市長、高橋邦芳村上市長、牛越徹大町市長が就任し、私が事務局長とな

り、事務局次長に藤沢の服部功志弁護士、新潟の佐藤克哉弁護士と大町の宮井

麻由子弁護士が監事を務めることとなりました。 

役員選任を経て、規約に基づき仮議長から栁田会長へ議長が交代し、第四号

議案では令和７年度事業計画を審議しました。メインの活動は最高裁・各省庁
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への要望活動となりますが、是が非でも令和８年度予算概算要求に間に合わせ

るべく、今年６月下旬までに各構成協議会が要望書を作成し、７月中旬までに

全体の要望書を取り纏め、８月４日に定期総会とともに最高裁・各省庁への直

接要望を行う予定を示し、全会一致で承認を得ました。行方市長からは、衆議

院議長へも直接要望する機会を設けたい旨の提案があり、初年度から積極的な

要望となりそうです。 

（３）日弁連・弁政連もオブザーバー参加 

当日は、日弁連から緒方賢史副会長と裁判官制度改革・地域司法計画推進本

部の中村隆本部長代行に遠路ご出席いただき、緒方副会長からご祝辞を含む総

括のご挨拶をいただきました。また、弁政連本部からも、小林元治理事長、松

田純一副理事長、齋藤和紀幹事長、奥国範副幹事長にご出席いただき、小林理

事長から令和５年の長野人権擁護大会の経緯の振り返りとともに、人権保障と

しての地域司法の充実について心強いエールをいただきました。 

 

４ 懇親会は決起集会へ 

   その後、会場を永田町の中華料理店に移して、設立記念懇親会を行いました。

行方市の鈴木周也市長による力強い開宴挨拶に続き、弁政連副理事長の松田純

一弁護士から各地の実情を踏まえた地域司法の充実へ向けての熱い決意表明と

ともに見事な乾杯のご発声をいただき、大宴会が始まりました。 

 

          ＜駆けつけてくださった井出庸生衆議院議員＞ 
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   途中、衆議院本会議を終えた井出庸生議員と星野剛士議員も駆けつけてくだ

さり、井出庸生議員は日頃の辻立ち以上に大きな声を張り上げて激励と全面協

力のスピーチをしていただき、星野剛士議員も地元藤沢への熱い思いと共に「何

でもします！」と高らかに宣言してくださり、藤沢市議会を終えた鈴木恒夫市

長もこれに続き、会場は大いに盛り上がりました。また、弁政連本部の齋藤和

紀幹事長から地元千葉からも協議会連合会参画を目指す方針が示され、北九州

地方・家庭裁判所本庁昇格期成会から参加された永野洋介弁護士からも実情の

不合理を訴えた熱い思いが述べられ、神奈川県弁護士会相模原支部長の齋藤守

弁護士からも連合会に参加できるよう尽力したい旨のスピーチがなされました。 

 

             ＜星野剛士衆議院議員のスピーチ＞ 

   その後、今回の設立総会と懇親会の準備にあたって身を粉にして働いてくれ

た裁判所佐久支部の充実を求める協議会事務局のメンバーを私から紹介しまし

た。いずれも佐久広域連合の事務局員ですが、理念に共感してまさに尽力して

くれており、今回も本当に助かりました。得てして、自治体職員が尻込みして

しまいがちな活動ですが、佐久広域連合の職員達は地域のために積極的に活動

に携わってくれます。私は同志だと思っており、会場からも万雷の拍手が送ら

れました。 

   中締めは、栁田清二初代連合会会長が、連合会の更なる拡大と目的達成への

熱い決意を宣言し、一本締めでお開きとなりました。まさに決起集会という雰

囲気で記念すべき一日を終えることができました。    
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５ 最高裁への直接要望でのワンシーン 

  実は、この設立総会＆懇親会に先立って、同日の午前中には、佐久の協議会メ

ンバーで最高裁に直接要望にも行ってきました。   

今回は佐久支部１１市町村中８名もの首長と井出庸生衆議院議員も含む２１名

の大所帯で訪問し、改めて実情を訴えてきました。最高裁の回答は「現時点では

予定していない」というものではありましたが、従前なら回答を控えられるよう

な質問に対しても一定程度の回答があり、ある程度ざっくばらんな話をすること

もできました。 

 

＜最高裁への直接要望＞ 

 

中でも、栁田市長が、「（行政分野では予算のぶんどり合戦をやっている中で）

最高裁にもフルスイングの予算要求をして欲しいんですよ！」と訴えかけた際に、

最高裁側から「たしかに他省庁から『最高裁の要求は慎ましい』とよく言われま

す･･･」と呟くように回答されたシーンが非常に印象的でした。 

ある意味で、地域司法の問題の核心を物語っているシーンだと感じましたし、

市民活動を全国に広げ、国民理解のもと、最高裁が堂々と必要な予算を請求する

ことができる環境を創出していくことの意義を再認識した瞬間でもありました。 
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＜要望書を手交する佐久広域連合８首長と井出庸生衆議院議員他＞ 

 

６ 各地の同志の皆さん、この船に乗り遅れないようにしてください！ 

長野人権大会からの流れの中で、全国組織の立ち上げに至り、後戻りのできな

い大海原に大きく乗り出した心持ちですが、やるからには具体的な成果が出るよ

う様々な手段を用いて頑張りたいと思っています。 

地元自治体と各種団体等が一緒に取り組むからこそ、叶う要望があると思いま

す。全体のための活動でもありますが、本協議会連合会に加入していただいた地

域については、真の地方創生に意欲的な地域として、国に対して優先的に問題改

善していただけるよう積極的に要望していく予定です。 

なお、地域における協議会の設立方法等について知りたい方は、いつでもお問

い合わせください（佐久広域連合のＨＰに設立趣意書・規約・構成員名簿等も掲

載されておりますのでご参照ください）。 

各地の同志の皆さん、是非ともこの船に乗り遅れないようにしていただき、一

緒に新しい世界を切り開いていきましょう！ 

以上 


